
 
 
 
 

　特別活動ＷＧ　取りまとめ（案）から　❾ 

 
　　 

合意形成・意思決定　その１ 
 
１　合意形成、意思決定に関わる概念 
　　◆　合意形成とは、多様な意見・価値観や背景を認め合い、 

対立や 葛藤と向き合いながら、納得解を創造していくこと。 
　　◆　意思決定とは、多様な情報や他者との関わりを踏まえ、 

自己の価値観に照らし、責任をもって行動を選択していく 
こと。 

　 
２　合意形成のプロセス 
　◆　「当事者意識をもって自分の意見を形成し、 

対話と合意ができる」力を育み、「確かな民主主 
義の担い手を育み、共生社会を実現する基盤」と 
しての役割を特別活動が果たしていくに当たっては、一層高まる「教室の多様性」を前提とし
つつ、多様な他者との生活を自分たちの力でよりよいものにしていくための合意形成のプロセ
スについて、一定の共通理解を持つことが重要 

　◆　合意形成の典型的なプロセスを「①課題の設定、②発散（意見表明・受容）、③収束（吟
味・創造）、④実践・振り返り」とした上で、合意形成は学級活動や児童会・生徒会活動にとど
まらず、日常の学校生活の様々な場面で存在していることや、合意形成に関わる重要な概念や
知見等を、上記の①～④のプロセスに含まれる諸要素と併せて、授業改善に当たり必要に応じ
活用できる参考として、解説等で示していくことが適当 

 
３　意思決定のプロセス 

◆　「自らの人生を舵取りする力」も踏まえ、身近な社会との関わりで自己の生活上の課題と向
き合い、解決に向けて主体的に取り組む意思決定のプロセスについて、一定の共通理解を持つ
ことが重要 

◆　意思決定の典型的なプロセスを「①課題の設定、②発散（情報収集・相互参照）、③収束
（自己理解・自己決定)、④実践・振り返り」とした上で、意思決定は現在から未来の様々な
射程で存在していることや、実践・振り返りを不断の見直しにつなげることが重要であること
を、必要に応じて活用できる参考資料として示していくことが適当 

 
４　合意形成と意思決定の関係 

◆　「合意形成のプロセス」「意思決定のプロセス」相互の関係については、合意形成に自己の
価値観が持ち込まれ、その過程で意思決定に関わる自己理解や価値観が更新されるなど、往還
関係にあると言える。 

◆　この往還がスムーズに回っていくことが、ひいては「自らの人生を舵取りする力」と「民主
的で持続可能な社会の創り手」育成の両立にも資することについて、解説等で分かり易く示し
ていくことが適当である。
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